
Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
三
期
（
通
算
第
三
十
六
期
）
中
間
報
告
会

が
二
月
十
二
日
（
金
）
ア
オ
ッ
サ
で
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
は
「
水
分
科
会
」
「
地
象
分
科
会
」
「
交
通
分

科
会
」
「
県
境
道
路
分
科
会
」
「
名
古
屋
分
科
会
」
の

五
分
科
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
及
び
新
規

入
会
者
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

 
 

加
藤
哲
男
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
窪
田
吉

倫
氏
の
司
会
の
も
と
、
各
発
表
時
間
八
分
、
講
評
二
分

の
時
間
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
発
表
、
講
評
が
行

な
わ
れ
た
。
報
告
後
に
は
、
宮
本
好
昭
氏
に
よ
る
総
評

が
行
わ
れ
た
。 

 
 

報
告
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
懇
親
会
が
開
か
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め

ら
れ
た
。 

         

2016. 4.4 

第 6 号 

    News (通算 153 号) 

【
水
分
科
会
】 

発
表 

嶋
田 

良
和 

     

講
評 

千
谷 

俊
之  

「
河
川
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て 

 

～
若
狭
地
方
の
事
例
～
」 

  

河
川
は
、
人
々
の
生
活
に
密
接
に
関
連
し
な
が
ら

時
代
の
要
請
に
応
じ
て
、
治
水
、
利
水
、
環
境
を
取

り
込
ん
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
環
境
に

つ
い
て
は
、
自
然
環
境
は
も
と
よ
り
歴
史
・
文
化
に

も
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
福
井
県
の
若

狭
地
方
の
比
較
的
規
模
の
大
き
な
河
川
と
し
て
、
一

級
河
川
北
川
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
状
況
を
、
特

に
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と

と
し
た
。 

 

北
川
は
古
代
都
市
奈
良
お
よ
び
京
都
と
大
陸
を

結
ぶ
玄
関
口
で
あ
り
、
若
狭
地
方
は
大
和
政
権
の
御

食
国
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
ま
た
全
国
で
も
有
数
の

水
質
の
良
さ
を
誇
り
、
流
域
内
に
は
名
水
百
選
に
選

ば
れ
て
い
る
「
瓜
割
の
滝
」
や
「
鵜
の
瀬
」
が
あ
る
。

今
回
は
、
北
川
流
域
内
の
歴
史
的
な
行
事
と
し
て

「
お
水
送
り
」
、
治
水
の
歴
史
的
な
施
設
で
あ
る
「
霞

堤
」
、
文
化
的
な
場
所
と
し
て
「
瓜
割
の
滝
」
、
「
雲

城
水
」
、
歴
史
や
文
化
を
景
観
的
に
取
り
組
ん
だ
北

川
に
架
か
る
橋
「
こ
う
の
と
り
大
橋
」
を
調
査
対
象

と
し
た
。 

 

文
献
調
査
に
基
づ
き
、
今
後
現
地
調
査
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、「
お
水
送

り
」
、
行
事
の
内
容
、
雰
囲
気
、
周
辺
の
整
備
状
況
、

「
霞
堤
」
、
普
段
の
土
地
利
用
、
開
口
部
の
状
況
、「
瓜

割
の
滝
」
「
雲
城
水
」
、
利
用
状
況
、
水
質
の
状
況
、

周
辺
の
整
備
状
況
、「
こ
う
の
と
り
大
橋
」
、
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
セ
プ
ト
と
実
際
の
見
え
方
、
経
年
変
化
の
状

況
で
あ
る
。 

 

【
地
象
分
科
会
】 

     
 

発
表 

窪
田 

吉
倫 

講
評 

田
辺 

 

毅 
 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
」 

  

大
雨
な
ど
の
防
災
・
減
災
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

気
象
と
並
ぶ
重
要
な
要
素
と
し
て
地
形
が
挙
げ
ら
れ

る
。
河
川
に
近
け
れ
ば
、
増
水
・
越
水
対
策
、
窪
ん

だ
土
地
で
あ
れ
ば
、
浸
水
被
害
対
策
、
山
に
面
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
土
砂
災
害
な
ど
の
対
策
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
地
形
を
理
解
す
る
こ
と
は
対
策
を

講
ず
る
上
で
、
必
要
な
知
識
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
地
形
を
読
み
解
く
に
あ
た

っ
て
、
切
り
離
せ
な
い
も
の
が
、
地
名
で
あ
る
。
地

名
は
そ
の
地
域
が
、
過
去
に
ど
の
よ
う
な
地
形
で
あ

っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
得
る
の
か

と
い
っ
た
、
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
の
に
有
用
な

要
素
だ
と
い
え
る
。
今
年
度
は
、
そ
ん
な
地
名
に
着

目
し
、
地
形
や
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。 

 

今
回
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
地
名
の
歴
史
と

地
形
に
詳
し
い
、
街
道
先
生
を
交
え
、
福
井
市
内
の

調
査
を
行
っ
た
。
現
地
調
査
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

８
月
に
行
わ
れ
た
先
生
の
講
演
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
個
所
と
そ
の
付
近
の
特
徴
の
あ
る
個
所
を
中
心
に

下
記
の
４
箇
所
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
①
久
喜

津
町
・
下
江
守
町
、
丘
の
跡
地
と
工
業
団
地
の
状
況

②
久
喜
津
町
（
輪
中
）
輪
中
の
痕
跡
と
現
状
③
狐
橋
・

若
杉
町
・
高
塚
町
、
狐
川
の
上
下
流
の
河
川
状
況
④

渡
町
・
水
越
・
若
杉
浜
・
加
茂
河
原
、
旧
足
羽
川
跡

地
と
現
状
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

現
地
調
査
は
１
０
月
１
２
日
に
実
施
さ
れ
た
。
当

日
は
曇
り
空
で
天
候
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
時
折

の
小
雨
程
度
で
お
さ
ま
り
、
徒
歩
に
よ
る
調
査
は
順

調
な
も
の
と
な
っ
た
。 
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第
三
期
中
間
報
告
会
開
催 第 3 期中間報告会 



  

【
県
境
道
路
分
科
会
】 

発
表 

橋
本 

拓
己 

     

講
評 

吉
村 

朋
矩  

「
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
国
際
化
（
観
光
）
時
代 

に
お
け
る
県
境
道
路
の
在
り
方
」 

 
 

 

近
年
の
幹
線
道
路
網
の
整
備
の
進
展
に
伴
い
、
縦
貫
・

横
断
路
線
が
有
機
的
に
連
絡
し
て
広
域
的
な
周
遊
ル
ー
ト

を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
県
境
部
を
は
さ
ん
だ

ル
ー
ト
の
選
択
肢
が
多
様
化
し
、
災
害
時
の
非
難
や
救
援

活
動
、
県
胸
部
の
過
疎
地
域
の
維
持
・
再
生
、
観
光
交
通

へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
。
福
井
県
に
お
い
て
は
そ
の
効

果
は
ほ
と
ん
ど
発
現
し
て
い
な
い
が
、
平
成
２
７
年
訪
日

外
客
数
が
１
９
７
０
万
人
余
り
と
観
光
の
国
際
化
が
大
き

く
進
展
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
今
期
は
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
、
国
際
化
（
観
光
）
時
代
に
お
け
る
県
境
道
路
の
あ
り

方
、
活
用
方
策
を
主
要
テ
ー
マ
に
し
て
分
科
会
活
動
を
進

め
る
。 

 

文
献
資
料
収
集
で
は
、
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２

０
５
０
、
国
土
形
成
計
画
な
ど
の
全
国
計
画
に
関
す
る
資

料
や
広
域
地
方
計
画
に
お
け
る
福
井
県
の
位
置
づ
け
、
北

陸
新
幹
線
の
開
通
効
果
や
舞
若
道
の
開
通
効
果
な
ど
の
資

料
を
収
集
し
て
い
る
。 

 

愛
知
大
学
三
遠
南
信
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・

発
行
の
「
越
境
地
域
政
策
へ
の
視
点
」
と
い
う
文
献
を
輪

読
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
文
献
は
、
３
８
論
文
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
越
境
地
域
の
歴
史
文
化
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

生
活
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
基
盤
整
備
、
産
業
経
済
、
リ
ス

ク
管
理
及
び
政
策
情
報
の
７
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

【
名
古
屋
分
科
会
】 

発
表 

加
藤 

哲
男 

     

講
評 

丸
中 

孝
通  

「
道
路
交
通
の
安
全
性
に
関
す
る
文
献
調
査
研
究
」 

  

２
１
世
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
し
て
、
「
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
謳
わ
れ
て
久
し
い
。
わ
が
国
は
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
地
理

的
特
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
安
心
・
安
全
と
い
え
ば
、

ま
ず
「
防
災
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
々
の
生
活
で
は
、
よ
り
頻
繁
に
発
生
す
る
「
防
犯
」
や

「
交
通
安
全
」
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。
超
高
齢
社
会

に
な
り
、
「
福
祉
」
に
つ
い
て
も
安
心
・
安
全
に
関
す
る

課
題
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
本
研
究
で
は
、
特
に
道
路
交

通
に
お
け
る
「
交
通
安
全
」
に
着
目
し
、
情
報
技
術
な
ど

が
発
展
し
て
き
た
最
近
２
０
年
間
に
公
表
さ
れ
た
道
路
交

通
の
安
全
性
に
関
す
る
調
査
研
究
や
事
業
の
文
献
を
調
査

し
、
今
後
実
施
す
べ
き
研
究
課
題
や
政
策
等
に
つ
い
て
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

学
会
誌
・
論
文
集
・
雑
誌
に
お
け
る
調
査
研
究
文
献
を

整
理
す
る
場
合
は
、H

addon
 M

atrix

を
参
考
に
、
主
た

る
研
究
の
内
容
に
基
づ
い
て
、
「
段
階
」
と
「
要
因
」
の

マ
ト
リ
ク
ス
で
分
類
し
、
該
当
個
所
に
文
献
番
号
を
記
入

し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
の
際
、
調
査
研
究
の
対
象
・
視
点

に
応
じ
て
、
自
動
車
（
◎
）
、
自
転
車 

（
○
）
、
歩
行
者
（
生
活
者
）
（
□
）
、
乗
客
・
来
街
者

（
△
）
、
そ
の
他
（
▲
）
の
記
号
を
各
文
献
番
号
の
前
付

与
す
る
こ
と
で
整
理
し
て
い
る
。 

 

文
献
の
レ
ビ
ュ
ー
期
間
は
１
９
９
５
年
以
降
の
２
０
年

間
程
度
と
し
、
各
委
員
が
整
理
し
た
跡
、
研
究
会
で
確
認
・

議
論
し
て
決
定
し
て
い
る
。 

 

今
年
度
中
に
、
各
担
当
分
の
文
献
に
つ
い
て
は
あ
る
程

度
整
理
し
終
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。 

 

【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

藤
田 

亜
美 

     

講
評 

福 
 

秀
則  

「
交
通
路
と
し
て
の
運
河
の
役
割
に
関
す
る 

歴
史
的
考
察
（
そ
の
２
）
」 

  

運
河
と
は
、
「
水
運
を
目
的
と
し
て
人
工
的
に
つ
く
ら

れ
た
水
路
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
古
く
は
ロ
ー

マ
時
代
か
ら
主
要
な
交
通
施
設
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
た
。
水
運
は
日
本
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
我
が
国
の
重
要
な
輸
送
手
段
の
１
つ
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
主
要
な
町
の
近
く
に
は
必
ず
水
路
が

存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
鉄
道
や
高
速
道
路
な
ど
の
新

し
い
交
通
体
系
が
形
成
さ
れ
た
た
め
、
過
去
の
遺
産
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
人
々
の
親
水
空
間
を
生
み
出
す

な
ど
の
新
た
な
利
用
方
法
を
得
て
人
々
の
知
恵
と
工
夫
次

第
で
都
市
の
空
間
再
生
・
自
然
再
生
に
役
に
立
つ
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
第
３
期
交
通
分
科
会
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続

き
分
析
対
象
運
河
を
増
や
し
、
現
地
調
査
及
び
資
料
・
文

献
調
査
か
ら
運
河
の
歴
史
的
背
景
や
現
状
等
を
探
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
水
辺
空
間
を
含
め
た
運
河

の
今
後
の
新
し
い
方
向
性
を
見
出
し
た
い
。 

 

現
地
調
査
・
文
献
調
査
を
７
か
所
、
海
外
事
例
調
査
を

２
か
所
実
施
し
た
。
①
富
岩
運
河
、
②
道
頓
堀
、
③
舟
頭

閉
閘
門
、
④
芝
浦
東
運
河
、
⑤
琵
琶
湖
疎
水
、
⑥
小
名
木

川
、
⑦
ド
ナ
ウ
運
河
、
⑧
キ
ー
ル
運
河
、
⑨
秋
田
運
河
、

⑩
浦
見
川
、
福
井
の
事
例
調
査
と
し
て
は
、
４
月
に
浦
見

川
の
現
地
調
査
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

調
査
結
果
を
も
と
に
、
今
後
は
運
河
の
位
置
づ
け
（
交

通
・
排
水
・
防
災
な
ど
）
や
周
辺
立
地
施
設
と
の
関
連
性
、

ま
ち
づ
く
り
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。 



 

【
第
三
期 

幹
事
会
開
催
】 

 
 

第
三
期
第
一
回
幹
事
会
が
六
月
十
八
日
（
木
）
、

第
二
回
幹
事
会
が
七
月
二
七
日
（
月
）
、
第
三
回

幹
事
会
が
一
月
二
五
日
（
月
）
に
福
井
大
学
等
に

て
行
わ
れ
た
。 

議
題
と
し
て
は
、
第
一
回
幹
事
会
で
は
、
各
部

門
の
本
年
度
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ

ニ
ュ
ー
ス
の
発
送
と
会
費
請
求
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
総
会
・

報
告
会
等
に
向
け
た
準
備
・
調
整
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
た
。
第
二
回
幹

事
会
で
は
、
機
関
紙
の
発
送
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
の
開
設
・
メ
ン
テ
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ

た
。
第
三
回
幹
事
会
で
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
中
間
報
告
会

の
発
表
に
向
け
た
準
備
・
調
整
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
た
。 

  

《
入
会
》 

正
会
員 

 

な
し 

賛
助
会
員 

藤
田 

亜
美 

 

平
成
２
８
年
３
月
末
現
在 

正
会
員 

 

７
３
名 

賛
助
会
員 

２
５
名 

合 

計 
  
 

９
８
名 

 

【
第
三
期
活
動
報
告
会
・
総
会
開
催
予
定
】 

 
 

第
三
期
活
動
報
告
会
・
総
会
は
次
の
日
程
で
開

催
予
定
で
す
。 

日
時 

平
成
二
八
年
七
月
二
日
（
土
）
午
後 

場
所 

繊
協
ビ
ル
８
階 

 
 
  
 

発表を行う島田氏、講評を行う千谷氏 

発表を行う窪田氏、講評を行う田辺氏 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 

１
２
，
０
０
０
円 

賛
助
会
員 

： 
 

３
，
０
０
０
円  

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

７
３
０
‐
３
‐
２
０
３
９
６ 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左

記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 
 

【
財
務
幹
事
】 

〒
９
１
０−

８
５
８
０ 

福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７−

１ 

福
井
県
土
木
部
砂
防
防
災
課 

福 
 

秀
則 

T
E
L
 
 

０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
４
９
５ 

 
M
a
i
l
 

 
h
-
fu
k
u-n

1
@
pr
e
f.f

u
k
ui
.
lg.

j
p 

☆
入
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 

発表を行う藤田氏、講評を行う福氏 

発表を行う橋本氏、講評を行う吉村氏 

発表を行う加藤氏、講評を行う丸中氏 

加藤氏のあいさつ 

総評を行う宮本氏 


